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研究成果の概要（和文）：日本では少子高齢化の進展、医療の高度化により、看護職の不足が問

題になっている。そこで看護の資格を持ちながら看護業務に従事していない者（潜在看護師）

の再就職を支援するための e ラーニングによる研修システムを開発した。システムの大きな特

徴は、1）100 を超す看護実践事例を学習するコンテンツの中から、潜在看護職の離職年度や再

就職希望診療科に対応したコンテンツを推奨できること、2）学習者の疑問に答えるメンター機

能を有していることである。 
 

研究成果の概要（英文）：The shortage of nursing personnel has been a growing national 
concern in Japan because of the progression of the aging population concomitantly with a 
low birth rate. Consequently, we developed an e-learning system to support re-employment 
of those who have a nursing qualification but who are not engaged in nursing service 
employment (potential nursing personnel). Major features of this system are: 1) it can 
recommend certain contents from over 100 learning contents according to when potential 
nursing personnel were separated from service and according to medical departments in 
which they wish to be re-employed; and 2) it can answer questions posed by learners. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 16,200,000 4,860,000 21,060,000 

2009 年度 10,900,000 3,270,000 14,170,000 

2010 年度 10,300,000 3,090,000 13,390,000 

総 計 37,400,000 11,220,000 48,620,000 

 
 
 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・基礎看護学 
キーワード：看護学、e ラーニング、研修プログラム、再就職支援 
 
１．研究開始当初の背景 
平成 18 年の診療報酬の改定により「一般

病棟入院基本料７：１」が新設され、看護職
員の需要は高まっている。その結果、一部の
病院に新卒の看護職が集中し、その他の施設
では看護職員の不足状態が深刻になってき
ている。看護職の就業者数は 120 万人、未就
業の看護職員数は 55 万人と推計され（平成

17 年 12 月、厚生労働省）、このように有資格
者の未就業割合が 4割にのぼっている。 

未就業看護職の再就業に繋がる支援を行
うことで、看護職員の確保と看護の質の向上
に貢献できると思われる。 

未就労看護職の再就職支援として、病院に
おいて研修プログラムが提供され、また、都
道府県においてはナースバンク事業として
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研修が取り組まれているが、多くは対面式の
集合研修であり、参加者の確保が課題となっ
ている。このような問題を解決する一つの方
策として、本研究では、看護職の保健医療の
現場への再就職に向けて、e ラーニングによ
る看護職の再就職支援研修プログラムを開
発し、いつでも、どこでも受講できるインタ
ーネットを活用した研修プログラムを開発
した。 

 
２．研究の目的 
(1)雇用者である医療機関の看護管理者・教
育担当者と求職者である未就労看護職の双
方からみた看護職の再就職支援研修に対す
るニーズを明らかにする。 
(2)未就労看護職の離職年度や再就職希望診
療科に対応したコンテンツを推奨する
（recommendation）機能をもった e ラーニ
ングによる再就職支援研修システム（以下、
研修システム）を開発する。 
(3)研修システムの Web 公開により得られた
利用状況、及び研修登録者調査により、シス
テムの有用性について評価する。 
 
３．研究の方法 
(1)研修ニーズ調査 
①研究対象者 
・看護管理者：2008 年 7月現在 WAMNET
に登録されている全国の医療機関のうち、一
般病床数 200 床以上の 1264 病院の看護管理
者。 
・未就労看護師：2008 年 8 月～12 月に、求
職活動を行なっている看護職。全国のナース
センターなどに自記式調査票 564 部を送り、
郵送法により回収した。 
②調査内容 
＜看護管理者調査＞ 

調査対象医療機関の看護管理者・教育担当
者に対して調査協力の依頼文書と調査票を
郵送にて送付し、個別に郵便にて回収した。 
調査内容：未就労看護師の再就職について必
要と感じる研修内容、病院および対象者の基
本属性、未就労看護師の看護実践能力、施設
の取り組み、未就労看護師の再就職について
困難に感じていること、未就労看護師の再就
職研修について 
＜未就労看護師調査＞ 
ナースセンターなどを通して調査協力の

依頼文書と調査票を配布し、個別に郵送にて
回収した。調査内容：再就職において必要と
感じる研修内容、対象者の基本属性、看護実
践能力、職務ストレッサー、未就労看護師の
再就職研修について 
③調査期間：2008 年 8 月～2009 年 6月 
 
(2)研修システムの開発 
開発期間：2008 年 4 月～2009 年 10 月 

コンテンツ制作：2008 年 10 月～2009 年 8 月 
研修システム Web 公開：2009 年 11 月～現在 
 
(3)研修システム評価調査 
①研究対象者 
調査期間に、A 府潜在看護職員復帰支援事

業にユーザー登録した未就労看護職、および
インターネットで研修システムに登録した
未就労看護職。 
②調査期間：2009 年 11 月～2010 年 11 月 
③研修システムの提供方法 
2009 年 11 月に全国のナースセンターに案

内パンフレットを送付し、利用者への配布を
依頼した。また、A ナースセンターの利用者
に本研修プログラムの Web サイトの案内メ
ール送信した。 
④調査方法 
研修登録者に対して、Web 上で研修システ

ム利用状況を調査した。更に、研修システム
の評価調査に同意した者に対して、研修受講
前、受講 2ヶ月後および受講 4ヶ月後に自記
式調査票を送付し、郵送法により回収した。 
⑤調査の内容 
研修システムへのアクセス数、教材検索状

況、基本属性：性別、年齢、職種、婚姻状況、
資格、離職期間、就労期間、学習時間、シス
テムの利用時間帯、研修プログラムの評価：
内容、提供方法、再就職に対する不安、自信
の程度 
 
(4)用語の定義 
未就労看護職：資格を持ちながら看護業務に
従事していない看護職。潜在看護師、潜在看
護職と同義である。 
研修システム：本研究で開発した未就労看護
職のための再就職支援研修 e ラーニングシス
テムのこと。 
研修プログラム：事例学習コースと推奨コー
スの 2種類からなる e ラーニング教材による
学習コース。 
 
(5)倫理的配慮 
本研究は、大阪府立大学看護学部研究倫理

委員会の承認を受けて実施した。 
 
４．研究成果 
(1)看護管理者と未就労看護師の研修ニーズ 
①看護管理者調査 

1264 病院に調査配布し、回収数 565(回収率
44.7%)、有効回答数 554 であった。 

未就労看護職の雇用状況と医療機関の再
就職研修ニーズの 43 項目の再就職研修内容
に対する必要性の程度(以下、研修ニーズ)に
ついて、医療機関の未就労看護職の雇用状況
で比較を行った。「臥床患者の体位変換」、「ベ
ッドから車椅子への移乗」、「経鼻胃チューブ
の挿入と確認」、「陰部の清潔保持の援助」、



 

 

「患者の病態・機能に合わせた清拭」、「患者
の病態・機能に合わせた洗髪」、「患者の病
態・機能に合わせた口腔ケア」、「酸素吸入療
法」、「筋肉内注射」、「点滴静脈内注射の輸液
管理」、「気道確保」、「閉鎖式心マッサージ」、
「ME(医用電子機器)の取り扱い」、「簡易血
糖測定」、「静脈血採血」、「フィジカルアセス
メント」、「患者・家族への指導」(以上、
P<0.05)、「臥床患者のリネン交換」、「経鼻胃
カテーテルからの流動食の注入」、「グリセリ
ン浣腸」、「導尿または膀胱留置カテーテルの
挿入と感染管理」、「入浴の介助」、「輸液ライ
ン等が入っている患者の寝衣交換」、「気管内
加湿」、「口腔内・鼻腔内吸引」、「気管内吸引」、
「直腸内与薬」、「皮下注射」(以上、P<0.01)、
「体位ドレナージ」、「創傷処置のための無菌
操作」(以上、P<0.001)において、未就労看
護職の「雇用あり」の施設より「雇用なし」
の施設の方が高いニーズを示していた。 
 再就職研修ニーズの充足により雇用が促
進されると推察される。 
②未就労看護師への調査 
564 部を配布し、回収数 131(回収率 23.2%)、

有効回答数 129 であった。 
未就労看護職の再就職研修ニーズに関連

する要因として、研修ニーズと経歴、ストレ
ッサーの各変数との間で 0.40 以上の相関を
得られたのは、「離職期間」と「静脈血採血」
(rs=0.41)、「看護記録(クリニカルパスを含
む)」(rs=0.41)との間、「看護能力不足に関す
るストレッサー」と「導尿または膀胱留置カ
テーテルの挿入と感染管理」(rs=0.47)、「酸
素吸入療法」(rs=0.43)、「気管内加湿」
(rs=0.45)、「口腔内・鼻腔内吸引」(rs=0.43)、
「気管内吸引」(rs=0.45)、「体位ドレナージ」
(rs=0.42) 、「褥瘡予防のためのケア」
(rs=0.40)、「創傷処置のための無菌操作」
(rs=0.46)、「皮下注射」(rs=0.46)、「筋肉内
注射」(rs=0.45)、「点滴静脈内注射」(rs=0.45)、
「点滴静脈内注射の輸液管理」(rs=0.45)との
間であった。 
 離職期間と中程度の相関があった再就職
研修ニーズは、「静脈血採血」、「看護記録(ク
リニカルパスを含む)」であり、これらは広
範な現場で用いられる内容であり、離職期間
が長いほど必要性が高まると推察される。看
護能力不足に関するストレッサーとの相関
を見ると、このストレッサーが多いほど、診
療に伴う技術に対する再就職研修ニーズが
高まることが示唆された。 
 
(2)研修システムの開発 
①看護実践事例学習用eラーニングシステム（図 1） 

学習コンテンツを提供する看護実践事例学習
用eラーニングシステムは、基礎、成人、小児・
母性、老年、精神、地域、在宅、産業の各看
護領域にわたる事例を搭載している。このシ

ステムでは、具体的な事例に対して対象者の
把握と看護過程の学習ができる。そしてその
文脈の中で看護の専門知識や看護技術、国家
試験過去問題を学習できる。 
 本研究では、未就労看護職および雇用する
側の看護管理者の研修ニーズ調査の結果を
もとに、新たに救急蘇生法や多重課題への対
処など複数の学習コンテンツを制作した。 

図1．看護実践事例学習用eラーニングシステム 
 
②研修プログラム提供システム（図 2） 
潜在看護職が離職している間に医学医療

は進歩しており、再就職にあたっては最新の
看護業務の内容を知ることが必要になる。し
かし、その専門的知識を効率よく自己学習を
進めることは容易なことではない。そこで本
システムでは、効率的な学習を支援する一つ
の方法として、推奨コースと事例学習コース
を用意した。 
 

③研修プログラム構成管理機能（図 3） 
推奨コースを提供するためのシステム機

能として、個人の経歴やニーズに沿って教材
を提供できる研修プログラム構成管理機能
を開発した。学習コンテンツにメタデータを
付与し、学習者が所定の要件を入力すると、
システムがその人に合った研修プログラム
を自動構成し、提示する機能である。 
所定の要件とは、離職年度、経験済の診療

科、離職時の診療科、復職希望先の施設およ
び診療科、実施研修の希望地域、希望学習パ
ターンなどである。希望学習パターンは、以
下の３パターンを定義している。 
a.すぐに復職したいので、復職希望診療科に
つき退職後変更のあった技術、知識に絞って
学習したい。 
b.条件が整えば復職したいので、復職希望診
療科につき全部の技術・知識を学習したい。  



 

 

c.復職希望診療科も特定せず、退職した年度
も特定せず、全部の技術・知識を学習したい。 
 
④メンター補助機能（図 4） 

学習者の疑問や不安に対して支援する業
務（メンター）を補助するメンター補助機能
を設けた。学習者が気軽にわからない点や質
問、教材に関するコメントや意見を述べるこ
とができるメンター補助機能を開発した。 

学習支援者「メンター」が、Web 上で学習
者の質問や相談に回答する業務を補助する
機能である。メンターは、学習者からの質問
に対して回答案とキーワードを入力し、デー
タベース検索ボタンを押す。システムは、メ
ンターが設定したキーワードとマッチする
教材をデータベースから抽出して提示する。
メンターは、提示された教材のうち適切なも
のを選択し、学習者に回答を送る。学習者は
回答を受信、学習すべき教材も閲覧できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 研修プログラム提供システム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3．研修プログラム構成管理機能 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4．メンター補助機能 
 
(3)研修システムの評価 
①アクセス数の推移と登録者数 
研修システムトップ画面へのアクセス数

2048 件であった。事例学習コースが 875
（42.7%）、推奨コースが 1173（57.3%）であ
った。実際に研修システムに登録者は 60 名
で、事例学習コース 21 名（35.0%）、推奨コ
ース 39 名（65.0％）であった。 
②研修登録者の基本属性 
期間中の研修登録者 60 名に調査票を送付

した。各時期の調査票回収数は、研修受講前
が 32 名(53.3％)、受講 2 ヶ月後が 11 名
(18.3％)、受講 4ヶ月後が 8名(13.3％)であ
った。 
登録者は全員女性で、年齢は 24 歳から 61

歳に分布し、平均年齢は 41.2±8.0 歳、40 代
が半数以上を占めていた。住所地は、大阪を
含めると近畿が 30 名（50.0％）と半数を占
めているが、全国に分布していた。離職期間
は、1年未満から 34 年に分布し、平均年数は
10.2±7.9 年、6 年以上の離職年数の者が 43
名（71.7%）と多数であった。 
③研修登録者の学習状況  
最も希望者が多かった学習パターンは、a．

復職希望診療科も特定せず、退職した年度も
特定せず、全部の技術・知識を学習したい 35
名（58.3%）であった。次いで多かった学習
パターンは、b.条件が整えば復職したいので、
復職希望診療科につき全部の技術・知識を学
習したい 21 名（35.0%）、少なかったパター
ンは、c.すぐに復職したいので、復職希望診
療科につき退職後変更のあった技術・知識に
絞って学習したい 4名（6.7%）であった。 
研修登録者 60名のうち 20名が教材検索を行
っていた。 
メンター機能の利用者は 1名のみであった。

質問の内容は、「動画データが重く、一部の
スキル映像を見ることができない」というコ
ンピュータによるトラブルの相談であった。 
④研修システムの閲覧状況 
研修システムへのアクセス状況は、受講 2

ヶ月後では、アクセス回数は平均 3.9(±2.8)



 

 

回であり、1 回あたりの閲覧時間は平均
48.5(±44.7)分であった。また、受講 4ヶ月
後では、アクセス回数は平均 9.3(±10.7)回
であり、1回あたりの閲覧時間は平均 31.9(±
20.3)分であった。 
⑤研修システムの評価 

研修システムの評価について、「自由な時
間や場所で学習ができ、利用しやすくてよか
った」といった学習のしやすさや、「スキル
映像により、視覚的・聴覚的に理解しやすく
て良かった」、「Web による教材の提示方法は、
書籍等と比べて学習効果が高いと思う」など
の媒体の特性を活かした教材設定、「学びた
い内容の教材が用意されていて良かった」な
どの学習項目の設定に関する項目について
の評価が高かった。 

一方、今回高い評価が得られなかった項目
は、「メンター機能により、疑問等に個別に
対応してもらえてよかった」、「チェック問題
により、自己の知識の確認が出来てよかっ
た」などであった。 
⑥研修プログラムの評価 

研修システムの Web トップ画面へのアク
セス数は、推奨コースが事例学習コースより
多く利用されていたことから、プログラムの
提供形態は、学習者の条件や希望に応じた研
修プログラムを提供する推奨コースが適し
ていることが明らかになった。 

 
(4)まとめ 

未就労看護職の希望学習パターンは、「全
部の教材を学習したい」が多くなっていた。
これは、未就労看護職の学習ニーズは、特定
の内容の学習を希望するのではなく、幅広く
基本的な学習を進めたいというものである
と考えられる。今回の研修登録者の背景から、
未就労看護職は年齢幅が広く、離職期間も 10
年以上と長く、離職までの経験診療科および
復帰希望先・診療科も多様であった。以上の
ことから、研修プログラムに搭載する教材は、
看護の全分野を網羅する必要があることが
判明した。 
 教材の評価からは、「復職に際して必要な
知識の確認」や「復職に必要な新しい知識の
習得」に対して効果的であるが、「復職に必
要な新しい技術の習得」については、効果が
やや低い傾向がみられた。また、「スキル映
像により、視覚的・聴覚的に理解しやすくて
良かった」、「Web による教材の提示方法は、
書籍等と比べて学習効果が高いと思う」など
の媒体の特性を活かした教材設定、「学びた
い内容の教材が用意されていて良かった」な
どの研修プログラムに関する評価が高かっ
た。しかし、e ラーニングでの技術習得には
限界があることから、本システムと併せて、
実技習得のための実地研修が受講できるシ
ステムの構築が今後の課題となる。 

研修システムの評価について、「自由な時
間や場所で学習ができ、利用しやすくてよか
った」といった学習のしやすさを e ラーニン
グの特徴として評価していた。一方、「メン
ター機能により、疑問等に個別に対応しても
らえてよかった」、「チェック問題により、自
己の知識の確認が出来てよかった」などは、
今回高い評価が得られなかった。これらはい
ずれも利用者が少なく、メンター機能におい
ては、質問のタグはあるが、双方向性である
ことが学習者には伝わりにくかったこと、チ
ェック問題においては、各事例の最後のタグ
であることから、到達しづらかったことなど
が考えられる。メンター機能についての紹介
や、教材の構成を紹介する画面など、研修シ
ステムの改善が必要であることが明らかに
なった。 
本研究で開発した研修システムは、対象把

握が困難な未就労看護職に対して、教育の機
会を提供できる有効なものであった。特に、
自宅に居ながらインターネットを通して、自
由な時間に自由な場所で、自分に必要な知識
や情報を繰り返し学習できる研修プログラ
ムは効果的であった。 
この研修システムでは、通常の看護実践事

例学習だけでなく、潜在看護職の離職年度や
再就職希望診療科に対応したコンテンツを
推奨（recommendation） できる機能を有し
ていることから、未就労看護師の再就職準備
に必要な教材学習コンテンツを提供するこ
とができる。 
研修システムが有している機能のうち、メ

ンター補助機能による双方向性の学習サポ
ート機能の利用は少なく、その機能を検証す
ることができなかった。メンター補助機能は、
受講者の不安や疑問の解消をはかり、学習効
果を高めることに寄与すると考えられるた
め、今後、研修システムの利便性を高める必
要がある。 
 インターネットを活用して、所在のつかめ
ない潜在看護職の掘り起こしと再就職支援
研修を目的とした e ラーニングシステムの開
発を行った。本研究において開発した研修シ
ステムは、未就労看護職の再就職支援に有効
であり、今後は、利用者の拡大をはかり、医
療機関で実施されている実地研修の基礎研
修として活用されることを期待している。 
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